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　　　【海外論文紹介・文献研究】

『雪竇録』宋元刊本旧状新探
─東アジア各地に所蔵される 

希少古版本を中心に─＊

商 海鋒＊＊著・廣瀬 直記＊＊＊訳

　　概要

　重顕の『雪竇録』は、北宋前期の宗門語録のさきがけ的存在である。当

初は七集八巻という構成で、写本として伝えられた。北宋神宗（在位

1067-1085）のときに入蔵（大蔵経に収めること）を請願する奏上があっ

たが、かなえられなかった。初刻本が作られたのは徽宗の大観二年（1108）

以前であり、南宋寧宗の開禧元年（1205）に再刻された。再刻本は、雪竇

徳雲の指導のもとで、寧波の刻工洪挙が彫ったものであり、中国国家図書

館所蔵「雪竇四集」がその天下の孤本である。この語録は、理宗の淳祐元

年（1241）に日本に渡り、鎌倉時代の正応二年（1289）に三刻本が上梓さ

れた。それは東山湛照が中心になって、開禧本を底本に復刻したもので、

五山版の初期代表作である。日本の東洋文庫所蔵本がその唯一の完本であ

り、それによって散佚した宋僧徳雲の「序」を補うことができる。また、

元の泰定元年（1324）には、寧波の刻工徐汝舟によって四刻本が彫られ

た。東京の石川武美記念図書館、ミュンヘンのバイエルン州立図書館、台

北の「国家図書館」に零本があり、それらによって散佚した元僧如芝の
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「序」と自如の「疏」を補うことができる。「雪竇七集」は南宋中期からは

「語録」、「偈頌」、「詩歌」という体裁によって三冊に分けられ、再刻本、

三刻本、四刻本は、いずれも由来を同じくする十一行本である。明初の建

文帝のときにはじめて入蔵されたが、その後「頌古」の部分が省略され、

明末『嘉興蔵』本に至っては、もはや宋元の旧状を留めていない。

キーワード：雪竇七集　宋本　元本　五山版　東アジア文献交流

　　一、序論

　雪竇重顕（980-1052）の『雪竇明覚禅師語録』（略称『雪竇録』）は、北

宋前期の宗門語録のさきがけであり、その宋元刊本の旧状、および古代東

アジアにおける伝播については整理しておくべき重要な点がたくさんあ

る 1。

　第一に、現行の『大正蔵』所収『明覚禅師語録』2は、『嘉興蔵』所収

の崇禎七年（1634）刊本を底本とし、本来の七集八巻ではなく、六集六巻

を残すのみである。また、文字の転訛、脱落があるのみならず、構成にも

乱れがあり、胡文楷（1901-1988）がつとに「宋刊本の旧状ではない」3と

指摘した通りである。実際のところ、この語録は明初の『建文南蔵』4か

らすでに六集であり、宋元刊本とは別物になっていたのである。

　第二に、この語録の伝世本はもともと極めて少ないのだが、宋元の旧本

であれ、日本の鎌倉、南北朝時代の復刻本であれ、あるいは宋元の人々や

五山の僧侶たちの記録でも、明代以前のものは、すべてそれが七集八巻本

の「雪竇七集」だったことを物語っている。しかし、瞿鏞（1794-1846）

および最近の『中華再造善本』の提要では、「雪竇四集」がその完本だと

誤解している 5。

　第三に、この語録は雪竇禅師の生前に成った後、長い間、わずかに写本

として単行するのみであり、明初にはじめて入蔵された。ただ、従来ほと
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んど知られていなかったことだが、北宋神宗のときにも入蔵が試みられて

いる。しかし、それは果たされず、その後、北宋徽宗のときに版刻された

ものが、すでに散佚した初刻本『雪竇録』である。以上のことは、いずれ

も希少な海外所蔵文献を利用しなければ、明らかにできなかったことであ

る。

　第四に、中国国家図書館所蔵の「雪竇四集」零本は、この語録の現存す

る最も古い版本であり、その影印本が民国期の『四部叢刊続編』と最近の

『中華再造善本』唐宋編に収められている。それについては、古くは瞿鏞

が、「廓」字が諱避されていることにもとづいて「寧宗（在位 1194-1224）

後の版本である」と考えたが、これまでその確かな素性、すなわち南宋の

開禧元年（1205）本であることは明らかにされていなかった。

　第五に、日本の鎌倉時代には、『雪竇録』が五山版の一つとして復刻さ

れた 6。東洋文庫所蔵の正応二年（1289）版は、南宋開禧本を底本とした

もので、五山版禅籍の初期代表作であると同時に、この語録の世界唯一の

完本である。日本の学界では早くからその影印本が利用されていたが 7、

中国ではまだその重要性がよく知られていない。

　第六に、『雪竇録』にはもう一つの希少版本、元の泰定元年（1324）版

があるが、従来ほとんど注目されることがなかった。東京の石川武美記念

図書館とミュンヘンのバイエルン州立図書館、台北の「国家図書館」に零

本がある。台北の所蔵者にはとくに注意してほしいのだが、清末中国、日

本、台湾を問わず、それはこれまで「宋刊本」と誤解されていたが、じつ

は清末に日本から大陸に帰還し、その後、戦火に遭って台湾に流れ着いた

ものである。これは近代東アジアの書籍流通に関する一つの好例だといえ

る。

　本稿では、以上の諸点をめぐって、東アジアの三地域（中国大陸、台湾

地区、日本）に所蔵される希少古版本（宋版、五山版、元版）を総合的に

利用し、『雪竇録』宋元刊本の旧状、およびその東アジアにおける古今の

流通経緯に関するよりはっきりとした輪郭を描いてみたい。
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二、『雪竇録』の北宋写本および初刻本

　『雪竇録』の各集の名称、順序および編者をはっきり記す最も古いテキ

ストは、北宋の呂夏卿（1018-1070）「明州雪竇山資聖寺第六祖明覚大師塔

銘」である。この銘文は、雪竇禅師が亡くなって間もない北宋英宗の治平

二年（1065）に撰述された。そこに以下のようにある。

 自師出世、門人惟益、文軫、圓應、文政、遠塵、允誠、子環相與裒記提唱、

語句、詩頌、爲洞庭語録、雪竇開堂録、瀑泉集、祖英集、頌古集、拈古集、

雪竇後録、凡七集……治平二年乙巳歳二月五日。8

ここから、北宋の『雪竇録』が全七集から成っていたことがわかる。ま

た、呂氏の「塔銘」にならって、それを「雪竇七集」と呼ぶことができよ

う。

　『雪竇録』は重顕が円寂する前に成立していたが 9、その後数十年間は

写本として伝えられるのみだった。神宗の元豊三年（1080）に『崇寧蔵』

が作りはじめられ、その際に『雪竇録』の入蔵が試みられたが、失敗に終

わった。これは従来ほとんど知られていなかったことである。

　『崇寧蔵』は『開宝蔵』と『契丹蔵』に次ぐ、第三の漢文大蔵経であり、

史上初の私刻大蔵経と言われているが、その内容選択には王朝の意向が反

映されている。北宋太宗朝の『開宝蔵』がインドの翻訳経典のみを収め

た 10のとは違って、『崇寧蔵』には当時の禅林の著作がはじめて加えられ

た。すなわち、真宗景徳年間（1004-1007）の道原（生没年未詳）『景徳伝

灯録』11、仁宗嘉祐七年（1062）の契嵩（1007-1072）『伝法正宗記』、『輔

教編』、および南宋の孝宗乾道七年（1171）の宗杲『大慧普覚禅師語

録』12であり、これらは勅命を受けて収められた。

　『大慧録』が入蔵されたのは、宗杲の弟子雪峰蘊聞（生没年未詳）が奏

上請願したからであるが、それと同じように、雪竇重顕の再伝の弟子円照

宗本（1021-1100）も神宗（在位 1067-1085）のときに『雪竇録』入蔵の請
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願を行なった。しかし、それは聞き届けられず、しかもそのこと自体、中

国では長らく忘れ去られていた。一方、十八世紀江戸時代の日僧大智実統

の記述には次のようにある。

 大宋趙太祖之後、第六主曰神宗……圓照本公請以雪竇録入藏、時中書省諸

大臣……不許入大藏。13

その後、それがはじめて入蔵されたのは明初建文元年（1339）の『初刻南

蔵』14のときである。

　このように、『雪竇録』は神宗朝では入蔵資格を得られなかったが、徽

宗朝の大観二年（1108）以前に零本私刻というかたちではじめて版刻さ

れ、以後、版本として伝わるようになった。そのことは以下の事情からわ

かる。

　北宋後期に成った睦庵善卿（生没年未詳）『祖庭事苑』は、古典時代の

禅林初学者に広く利用された禅宗注疏の一つであるが、その記述の最大部

分を占めるのは『雪竇録』に対する訓解である 15。『祖庭事苑』は北宋徽

宗の大観二年（1108）に初刻され、南宋高宗の紹興二十四年（1154）に再

刻されたが、いずれも散佚している。現存最古の版本は、日本の南北朝時

代（1331-1392）に京都の南禅寺が南宋紹興版を復刻したもので、東京の

三井文庫にその初印本が所蔵されている 16。そのなかに、『雪竇録』が北

宋に初刻されたことを示す最重要証拠となる数条の校記がある（表 1）。

表１
『雪竇録』17
子集／葉 原文『祖庭事苑』

18

巻／葉 校記

1 洞庭／八 道遠
乎哉 一／三十八 触事而真、意旨如何

第七板第四行上脱八字

2 拈古／十九 示衆
云 二／二十六 倶胝和上

第十六板十二行中脱四字

3 祖英上／三 軽触 三／十八 不軽触
第三板第一行脱三字

4 祖英上／三 孤 三／十九 運孤明
第三板十三行脱運字



− 230 −

この表のうち、とくに注意すべきは、第二、四条の校記であり、それぞれ

「十二行」と「十三行」という言い方が見える。これらは睦庵が見た版本

が毎半葉十三行以上だったことを示している。それに対し、現存する『雪

竇録』南宋版、五山版、元版は、例外なく毎半葉十一行である。ここか

ら、『祖庭事苑』が『雪竇録』訓解の際に底本としたのは、現存の版本と

はまったく異なる北宋の大観版であり、そしてそれがすでに散佚した『雪

竇録』の初刻本であると推測される 19。

　なお、『雪竇録』の巻数について記す最古の文献は、南宋初に成った晁

公武（1105-1180）『郡斎読書志』であり、「雪竇頌古八卷。右皇朝僧道顯

撰、居雪竇山」20と見える。晁公武は雪竇諸集を「頌古」という名でく

くっているが、誤りである。しかし、八巻という数は『雪竇録』全体の総

巻数を正しく示している。

　　三、『雪竇録』の南宋再刻本および五山三刻本

　『雪竇録』が再刻されたのは、初刻の約百年後、南宋寧宗の開禧元年

（1205）である。いま中国国家図書館に所蔵されている「雪竇四集」の零

本が、まさにその現存する天下の孤本である 21。この版本は、左右双辺、

毎半葉十一行、毎行二十字で、「廓」字が欠筆になっており、寧宗趙拡の

諱が避けられている。中国の学界では、清代から今日に至るまで、それが

宋本であることは知られていたが、版刻された具体的な年代、場所および

その歴史的意義については早急な解明が待たれている。

　この版本には、「頌古」、「拈古」、「瀑泉」、「祖英」の四集が含まれ、題

簽には「宋板雪竇語録、泰興季氏祕籍、芥瓶室藏」とある。「頌古」の巻

首には、「季振宜藏書」という朱文長方形の印、「臣墉」という朱文正方形

の印、「鉄琴銅劍樓」という白抜き長方形の印が捺されている。これらの

印記から、その所蔵者が季振宜（1630-1674）、劉墉（1719-1804）、瞿鏞

（1794-1846）と次第したことがわかる。また、「祖英」の巻末には「四明
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洪舉刊」という刊記がある。民国期には、その影印本が涵芬楼『四部叢刊

続編』22に収められ、いまは『中華再造善本』唐宋編 23にも入っている。

　ところで、椎名宏雄氏が指摘しているように、この四集本の構成から

は、ある重要な事柄がうかがわれる。すなわち、「雪竇七集」のうち、四

集本に含まれているものは偈頌と詩歌に、それ以外の三集「洞庭」、「開

堂」、「後録」は、いずれも語録に偏っていることである 24。筆者が推測す

るに、南宋の「雪竇七集」は形式の違いから、一に語録、二に偈頌、三に

詩歌の三冊に分けられていたはずである。というのは、第一に、仏典の構

成方法の角度から見るに、一に語録、二に偈頌、三に詩歌という形式は、

まず長行があってそれから韻文がある、という仏典の伝統的構成に一致す

るからである。第二に、宋代詩文集の構成方法の歴史的変遷から見るに、

北宋では「編年法」が尊ばれたが、南宋中期からは「分類法」が一般的に

なったからである。第三に、開禧版とその復刻本である五山版によって、

宋本「雪竇七集」の版数を数えてみると、語録類が 59片、偈頌類が 52

片、詩歌類が 68片あり、その通りに装幀すれば、だいたい三冊になるか

らである。第四に、鎌倉時代の日僧の目録によると、当時、日本に渡った

仏書に『明覚語』があり、まさに「一部三冊」とされているからであ

る 25。第五に、これは最も確かなことだが、開禧版の刊記「四明洪舉刊」

も、元の泰定版の刊記「四明徐汝舟刊」も、いずれも「祖英集」の末尾に

あることから、宋元版「雪竇七集」の最終巻は、間違いなく（三の詩歌に

分類される）「祖英」だったといえるからである。

　さて、もし国家図書館所蔵の開禧版「雪竇四集」の素性、すなわちそれ

が版刻された年代、場所および歴史的位置づけを確かめたいならば、日本

の五山版との親子関係に目を向けぬわけにはいかないだろう。とくに注意

を払うべきは、五山版には開禧本から失われた序文が残っていることであ

る。

　まずは、五山版の成立経緯から見てみたい。日僧の円爾弁円（1202-

1280）は南宋理宗の端平二年、鎌倉時代の嘉禎元年（1235）に入宋し、六
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年後の理宗淳祐元年、鎌倉仁治二年（1241）に大量の図書を携えて帰国し

た。これは十三世紀の中国の書籍、知識および思想が最大規模で日本に伝

わった出来事であり、その後の鎌倉室町時代の宗教、文化および制度に大

きな影響を与えた。円爾は五山東福寺の開山祖師である。このとき日本に

伝わった書籍の多くは、「普門院経論章疏語録儒書等目録」に記録されて

いる。この目録は、円爾の三伝の弟子大道一以（1292-1370）が約百年後

の 1353年に編纂したもので、必ずしも円爾が舶来した書籍だけを列挙し

ているわけではないが 26、「収」字部の『雪竇明覚語』一部二冊、『明覚語』

一部三冊、および「光」字部の『祖英集』一部一冊は、円爾によってもた

らされたと見て間違いない。というのは、東洋文庫所蔵の五山版『雪竇

録』「刊語」に、次のように述べられているからである。

 明覺大師語録、雖傳來年久、曾無人開板、今命工鏤梓、欲流通將來。伏願

皇鳳永扇、祖道重興矣。時正應二年仲春下旬。三聖住持比丘湛照謹記。27

　これによると、この版本は鎌倉時代の正応二年（1289）に東山湛照

（1231-1291）のもとで版刻されたという。彼は円爾の直弟子であり、師の

跡を継いで東福寺の二代目となった。彼が晩年に三聖寺に隠居していた際

に、『明大師語録』を上梓することができたのは、ほかでもなく師のもた

らした『明覚悟』を受け継いでいたからである。実際、開禧版と正応版を

比較してみると、内容、刻風、版式のいずれを取っても、両者が「復刻」

関係にあることが確かめられる。

　この鎌倉時代の正応版『雪竇録』は、東洋文庫のほか、石川武美記念図

書館と国立公文書館にも所蔵されているが、記念図書館本には「洞庭」、

「開堂」、「後録」、「瀑泉」しかなく、公文書館本には「祖英」が残ってい

るに過ぎない。東洋文庫本のみが完本であり、それだけに貴重である。

　また、東洋文庫本は、有り難いことに、現存するものでは唯一、南宋開

禧版の原序をそのままのかたち（行草書体で版刻）で残してくれている。

以下のようなものである。



− 233 −

 明覺禪師住当山三十餘年、雷霆諸方。時天衣方主中莊、由是冲、本、秀、

夫出、而盛其道於天下。前此蓋未聞有刊其語於山中者、及是乃克爲之、視

錢塘、福唐板本爲優。具透關眼者閲之、可以挹淸標於百載、啓蟄戸於玄關、

乃知正法眼藏、付嘱有在。時開禧元年仲冬、雪竇住山德雲謹題。

この序が貴重なのは、『全宋文』にさえ未収ということもあるが、それ以

上にこれが国家図書館所蔵の宋本『雪竇録』の刊行年代、場所、およびそ

の歴史的意義を明らかにする重要な手がかりになるからである。序の撰

者、南宋の雪竇徳雲禅師は史書に記録がないが 28、序文によれば、寧宗の

開禧元年（1205）に雪竇山資聖寺の住持になったようである。序に「刊其

語於山中」と言っているのが資聖寺のことであり、開禧本の刊記「四明洪

舉刊」とも符合している。つまり、これによって、開禧本の刊行場所が四

明（現在の浙江省寧波市）の雪竇山資聖寺であり、一般に南宋の版刻の中

心地だったとされる銭塘（現在の浙江省杭州市）や福唐（現在の福建省福

州市）ではなかったことがわかる。

　以上により、『雪竇録』が開禧元年に資聖寺で刊行されたことが明らか

になったのだが、従来そのことが東アジアの文化史上、どのような歴史的

意義をもつかは、まったく問題にされることがなかった。なぜなら、中国

ではこの序の存在がほとんど知られていなかったからであり、日本では

「冲、本、秀、夫出、而盛其道於天下」と「前此蓋未聞有刊其語於山中者、

及是乃克爲之、視錢塘、福唐板本爲優」という重要な二句が誤読されてい

たからである 29。

　この二句のうち、前者によると、それがじつは神宗朝の円照宗本による

『雪竇録』入蔵の試みを受け継ぐものだったことがうかがわれる。という

のは、「冲、本、秀、夫」の「本」は円照宗本のことだからであり、これ

は第二節の中ほどに挙げた江戸時代の日僧大智実統の記述ともうまく噛み

合う。また、後者によると、寧宗の開禧元年本が北宋以降における『雪竇

録』の二度目の版刻だったことが確かめられる。
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　禅院の五山十刹制度が遅くとも寧宗の嘉定年間（1208-1224）以前に確

立されていたことに鑑みれば、当時の雪竇山資聖寺は「十刹」の一つだっ

たことになるが 30、そこで刊行された禅籍は、日本で五山版が作られはじ

めたきっかけとしても模範的な作用を及ぼしたはずである。五山版は東ア

ジアにおける典籍出版事業の一つの重要な局面かつ範疇であり、狭義のそ

れは鎌倉時代正応元年（1288）の東福寺にはじまる。その先鞭を付けたの

は東山湛照禅師である。その年から翌年の春にかけての半年間に、東山の

指導のもとで『応庵』、『密庵』、『虎丘』、『破庵』、『雪竇』の五録が刊行さ

れた 31。彼が以上のものを選んで復刻した動機について考えてみると、そ

こに「虎丘紹隆（1077-1136）、応庵曇華（1103-1163）、密庵咸傑（1118-

1186）、破庵祖先（1136-1211）」という明らかな法脈、およびその直後に

続く「無准師範（1178-1249）、円爾円弁、東山湛照」というもう一つの隠

れた法脈が浮かび上がってくる。つまり、東山は前の四つの語録を復刻す

ることによって、みずからが南宋以来の臨済宗の正統な法脈を受け継いで

いることを顕示しようと躍起になっていたようである。一方、五つ目の語

録、すなわち『雪竇録』の復刻からは、そのような個人の思わくを超え

て、はるか北宋の雲門宗にまで連なろうとしたように見える。

　以上のように、『雪竇録』の宋版および五山版の刊行という二つの事柄

は、東アジアの書籍史のみならず、東アジアの禅宗史の文脈に置いてみな

ければ、その関連性および歴史的意義を隈なく明らかにすることはできな

いのである。

　　四、『雪竇録』の元代四刻本

　ここまで『雪竇録』の初刻、再刻（開禧版）、三刻（五山版）について

論じてきたが、つづいてはその四刻本 32、すなわち元の泰定元年（1324）

版の詳細、およびその東アジアにおける伝播について検討してゆきたい。

この版本に関しては、完本が現存しておらず、各地に若干の零本が残され
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ているのみである。そのうち、石川武美記念図書館には「開堂」、「後録」、

「拈古」、「頌古」があり、バイエルン州立図書館と台北の「国家図書館」

には「祖英」がある。この版本の冒頭には南宋徳雲の「序」と元僧如芝の

「序」が、末尾には「雪竇行状」が付され、それぞれ重要な事柄が記され

ている。また、台北の「国家図書館」所蔵本はこれまで「宋刻」と誤解さ

れていたが、以上のことについては詳細に分析してみる必要がある。

　まず、石川武美記念図書館（旧成簣堂文庫）は、元版『雪竇録』を乾坤

二冊に分けて所蔵しており、それぞれの末尾には「天文十一年壬寅三月初

四、於善惠軒下一覽之次、叨加朱句耳。瓢山人五十三齡」、「天文十一稔壬

寅暮春初六、於善惠室内披覽之次、信筆朱句矣。瓢山人五十三齡」33とい

う署名がある。瓢山人こと彭叔守仙（1490-1555）は、もと京都東福寺の

住持であり、晩年に善慧軒（善恵軒）に隠居し、天文十一年（1542）に

『雪竇録』に批評を加えた。徳富蘇峰（1863-1957）の跋文には、「是書實

是泰定元年、我正中元年刊也。藏書印一曰善慧軒、是京都東福寺塔頭也。

一曰彦梁、未詳爲何人。一曰彦洞、彦洞字明叟、蘭州芳禪師之嗣法、京都

建仁寺僧也、晩年不知其所終處。一曰棭齋、即狩谷望之也」34とある。こ

れによると、この書ははじめ五山の諸大寺に収められていたが、やがて江

戸の著名な漢学者狩谷棭斎（1775-1835）のもとに流れ着き、その後、明

治時代の漢学者徳富蘇峰の手に渡ったようである。

　次に、ドイツミュンヘンのバイエルン州立図書館所蔵の元版「祖英」35

は、日中の学界では従来知られていなかったものである。この書にも朱筆

の批評があり、外箱には「佛頂國士手澤」、「元槧」という墨題がある。仏

頂国士は江戸初期の臨済僧一糸文守（1608-1646）のこと。巻首には「一

糸」という白抜き楕円形の印と「小汀氏藏書」という朱文長方形の印が、

巻末には「小汀文庫」という朱文長方形の印と「月明莊」という朱文長方

形の印が捺されている。以上のことから、この書は江戸時代には寺院に収

められていたが、近年になって経済評論家の小汀利得（1889-1972）の手

に渡ったことがわかる。
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　次に、台北「国家図書館」所蔵の「祖英」は、最も複雑な問題を抱えて

おり、しかもとりわけ重要なので詳細に検討したい。これはミュンヘンの

ものよりもわずかに欠損が目立つが 36、じつはそれと同じ版本である。行

間には室町僧による朱筆の書き込みがある。眉上には墨筆の校記があ

り 37、以下に収録した（表 2）。

表２
詩題 巻／葉 詩句 校記

1 春風辞寄武威石秘校 上／十一 難（御）同孤劣 禦
2 送清禅者 上／二十 落落風規（今）古情 合
3 漁父 下／九 千尺糸（輪）在方寸 綸
4 送新茶（二首其二） 下／十二 龍麝相資笑解（醒） 酲
5 又和范監簿 下／十五 島月（思）雲侵 忽

この五つの詩句の文字は、元の泰定本でも、宋の開禧本でも、まったく同

じである。したがって、校記の内容は、佚名の日僧が異本を見て対校した

結果ではなく、漢詩の教養にもとづいて正したのだと考えられる。

　また、この書の巻首には「菦圃収蔵」という朱文長方形の印と「澄懐堂

珍藏記」という朱文正方形の印、「国立中央圖書館收藏」という朱文長方

形の印が、巻末には「山陰錢氏藏書」という朱文長方形の印が捺されてい

る。澄懐堂とは、かつて内閣農林大臣を務めたこともある山本悌二郎

（1870-1937）の堂号。彼は中国古書絵画に関する近代日本随一のコレク

ターだが 38、その古書コレクションについては、これまで注目されること

がなかった。山陰銭氏とは、銭徳培（1843-1904）のこと。彼は清末の在

ドイツ大使館第一期メンバーであり、その後、在日本大使館の参事官

（1887-1890）を務めた。黎庶昌（1837-1896）が二度目に駐日公使を務め

た際のメンバーである。菦圃とは、張鈞衡（1872-1927）の子張之熊

（1890-1945）の号。張氏父子は、清末民国期の最も重要な蔵書一家である。

張鈞衡『適園蔵書志』に「祖英集二卷、宋刻本」39と記されており、それ

がこの書である。張之熊は父の適園蔵書の大半を受け継いだが、彼の『菦



− 237 −

圃善本書目』もそれを「宋刊本」40としている。

　張氏の蔵書は、1941年に中央図書館文献保存同志会によって買収され、

後に台北「国家図書館」最大の旧家蔵書コレクションとなったが 41、屈万

里（1907-1979）の『国立中央図書館善本書目』や『国家図書館善本書志

初稿』もそれを「宋釋自如集貲刊本」42としている。さらに、阿部隆一も

台北でそれを実見したうえで「南宋」のものと見なした 43。いまの台北

「国家図書館」の公式ウェブサイトにも、やはり「宋諱玄殷缺筆……察其

字形、雖大小不均、但結體方整、刀法尚圓潤、近宋浙本類型」44とあり、

「宋」のものと判断している。

　以上、この書の所蔵者の変遷について見た。すなわち、室町時代には寺

院に収められていたが、やがて明治時代には山本悌二郎の手に渡り、清末

には駐日使節の銭徳培によって買い戻され、蔵書一家の張氏の手に渡り、

その後、戦火を経て台湾に至った。これによって、東アジアの書籍流通の

幅広い動きが見て取れるだろう。

　同時に、この版本の由来が従来どう考えられていたかも確認したが、そ

れは清代以降、鄭振鋒（1898-1958）を唯一の例外として 45、一貫して宋

版と見なされていた。もちろん、それにはそれなりの理由があるが、宋諱

の「玄、殷」は宋版の旧例にならったものに過ぎない。また、文字の形と

彫りは、たしかに浙本（杭州を中心に刊行されたもの）に近く、端正で艶

やかな欧楷（欧陽詢らの楷書体）であるが、元代中期の寧波の刻風も、依

然南宋当時のものを残しており、時代の趨勢である流麗な趙体には変化し

ていなかったとされる 46。さらに、新発見のドイツ本がそれと同一版本

だったことも合わせて考えれば、台北本「祖英」がじつは元版であること

は、ほとんど疑いの余地がないといえる。

　以下においては、序文と付録の「行状」にもとづいて、元の泰定本『雪

竇録』の詳細に関する卑見を開陳したい。まず、泰定本には二つの序文が

付されている。一つは、宋僧徳雲の「序」で、その内容は第三節後半で見

た正応版（東洋文庫本）のものと同じである。ただ、字体は行草書体から
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楷書体に改められている。対校には役立つが 47、ここではとくに取り上げ

ない。もう一つは、以下に挙げる元僧如芝（1246-1329）の「序」で、こ

れは『全元文』48未収のたいへん貴重なものである。

 明覺大師語録、版行久矣。然奥旨微言、峻機妙用、匪陋聞淺識者所可得而

管窺蠡酌也。雪竇毀變、版亦就燼、方外圓藏主募縁重刊。連城之壁、照乘

之珠、復爲趙廷之歸、合浦之還、俾後學有所崇仰、其於吾教、豈少補哉。

泰定甲子佛成道日、禾城本覺末學比丘如芝拜書。

撰者の如芝は、元の楊維楨（1296-1370）が記すところの「霊石芝禅師」49

のこと。また、『南屏浄慈寺志』には「靈石芝、泰定初住秀之本覺、行宣

政院住浄慈、時年八十有四、海内尊仰、如古佛出興」50とある。「禾城本

覺」の「禾」と「秀之本覺」の「秀」は、いずれも嘉興（現在の浙江省嘉

興市）のことを指す。つまり、如芝の「序」は、彼が泰定元年（1324）に

嘉興の本覚寺に住持していた際に撰述されたものである。

　次に、「行状」についてであるが、その内容は五つの部分に分けられる。

第一に、「朝奉郞、尚書度支員外郞、直秘閣、兼充史館検討、実録院検討

官、同知太常礼院、兼□事騎都尉、賜緋魚袋呂夏卿」が北宋英宗の治平二

年（1065）に撰述した「明州雪竇山資聖寺第六祖明覚大師塔銘」。第二に、

大慧宗杲（1089-1163）の「大慧和尚賛師画像」。第三に、「浙江万寿住山

自如」の「重刊語録疏」。第四に、勧縁記「童行祖栄同募縁」と「雪竇住

山守常勧縁」51。第五に、刊記「四明徐汝舟刊」。

　「行状」に関しては、若干の重要な問題があるが、その多くはまだ解明

されていない。まずは自如の「重刊語録疏」から見てみよう。

 寺既毀
4 4 4

、印版亦隨燼
4 4 4 4 4

、人毎病其磨滅而欲新之、今其時矣。凡我同志、痛先

覺之洪規、闡千載之芳烈、其可後乎。右伏以乳峰崒嵂、目前萬象皆空。舌

本瀾翻、瀑下千尋如故。天荒地老、山深水寒。廖廖浮幻何足云、落落宏規

還可復。一時根極、芳生眼開。印蟾輪何必蹄涔、覿夜光須震滄海。巧出匠

手、匪求蝕木於文。世有知音、不在焦桐之發。謹疏。52
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宋元時代、雪竇寺は南宋高宗の紹興二十七年（1157）と元世宗の至元

二十五年（1288）の二度にわたって火災に見舞われた。撰者の自如は、元

僧一渓自如（生没年未詳）のこと。彼の最初の伝記は『増集続伝灯録』に

見え、そこに「杭州中天竺一溪自如禪師……初住浙江萬壽寺……天暦初、

中天竺笑隱欣公奉召開山大龍翔寺、因舉代住中天竺者三人、御筆點師

名」53とある。「天暦初」はおそらく元文宗の天暦元年（1328）を指し、

そのとき彼は杭州の中天竺寺に住持していた。とすれば、彼が「浙江万寿

住山」として「重刊語録疏」を撰述したのは、それ以前のことだろう。浙

江万寿とは、中国五山の第一に数えられる径山万寿禅寺のこと。この径山

の住持が元代に新たに刊行された『雪竇録』の重刊「疏」を撰述したとい

う事実は重要である。なお、この「疏」は『全元文』に収められていな

い。

　以上のように、自如の活動時期から見れば、「疏」のいう「寺既毀、印

版亦隨燼」は、南宋ではなく元の世祖至元二十五年のことである。この火

災に関する最古の記録は、陳著（1214-1297）がその数年後に著した「重

修雪竇寺記」であり、そこに「戊子夏四月夜、寺災、風烈不可撲滅、惟衆

寮、涅盤堂存。師（善來）曰、變酷。非數可諉、秪自引咎、然棟宇無常、

風景故在、壊者復興、吾責矣」54と見える。自如が『雪竇録』を重刊した

のは、この火災によって版木が失われたからである。

　次に、「行状」巻末の「四明徐汝舟刊」という刊記について再考してみ

たい。この徐汝舟という寧波の刻工にいち早く注目したのは、日本の学者

木宮泰彦（1887-1969）である。木宮は正応版『雪竇録』について検討し

た際に「徐汝舟」の名を見つけ、それは日本に渡った中国の刻工である

か、あるいは日本の刻工が本文といっしょに中国の刻工名をも復刻した

か、ではないかと推測した 55。ついで、川瀬一馬（1906-1999）は木宮の

第一の推測を支持し、この人物は宋末元初に日本に招かれ、仏書出版の手

助けをした、という考えを示した 56。また、長澤規矩也（1902-1980）は

26名に上る元代の徐姓刻工について整理したが 57、そこに「徐汝舟」の
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名は見当たらなかった。そこで、中国の学者も大部分が進んで以上の説を

踏襲し、宋元王朝と鎌倉幕府の文化交流を示す好例が兪良甫のほかにも存

在したのだと考えていた。

　ところが、阮元（1764-1849）が杭州で発見した「大慈山定慧禅寺碑」

は、元英宗の至治三年（1323）に彫られたものだが、その末尾に「四明徐

汝舟刻」という署名が見える 58。ほかに、元恵宗の至正五年（1345）に

「浙江省儒学」のもとで刊行された『金史』の版心にも、「徐汝舟」の三字

が刻み込まれている 59。さらに、ドイツと台湾に所蔵される『雪竇録』の

刊記「四明徐汝舟刊」が版刻されたものであるのに対し、日本の五山版に

付された「行状」は「四明徐汝舟刊」の六字を含め、すべて佚名の五山僧

が毛筆で補写したものなのである。

　以上のことから、日中版刻交流史上に興味深い話題を提供してきた「四

明徐汝舟」は、じつは元代中後期の寧波の刻工だったことが明らかになっ

た。彼は宋末元初の人物でもなければ、ましてや日本に行って出版に携

わったこともないのである。「四明徐汝舟」という刻工が『雪竇録』を版

刻したことは確かだが、それは元の泰定年間のことであり、南宋開禧本の

「四明洪挙」とは 120年もの隔たりがある。よって、五山版『雪竇録』の

本文は宋本によって復刻されたものだが、「行状」の補写は元本にもとづ

くものなのである。

　　五、結論

　『雪竇録』は北宋仁宗の宝元元年（1038）に成立した後、神宗朝（1067-

1085）において入蔵が請願されたが、かなえられなかった。その後、しだ

いに影響力を増し、徽宗の大観二年（1108）以前に初刻本が作られた。南

宋寧宗の開禧元年（1205）には、寧波雪竇山資聖寺の方丈雪竇徳雲の指導

のもと、地元の刻工洪挙が再刻した。この版本は理宗の淳祐元年（1241）

に日本に渡り、鎌倉時代の正応二年（1289）に東福寺二代目東山湛照のも
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とで三刻本が作られた。資聖寺は元の世祖至元二十五年（1288）に火災に

見舞われ版木が失われたが、泰定元年（1324）に寺が再興された際、寧波

の刻工徐汝舟の版刻によって四刻本が作られた。

　この語録は、北宋初期に成立した当初は七集八巻本のいわゆる「雪竇七

集」だったが、南宋中期には語録、偈頌、詩歌という体裁によって三冊に

分けられた。第一冊は「洞庭」、「開堂」、「後録」、第二冊は「拈古」、「頌

古」60、第三冊は「瀑泉」、「祖英」である。北宋の初刻本が毎半葉十三行

以上だったのを除けば、南宋の再刻本、五山の三刻本、元の四刻本は、い

ずれも毎半葉十一行、毎行二十字の由来を同じくする版本である。明初の

建文帝のときにはじめて大蔵経に収められ、その後すぐに「頌古」が省略

されて六集になったが、明末の『嘉興蔵』や近代の『大正蔵』に至って

は、構成の乱れや文字の転訛、脱落も生じており、もはや宋元の旧状を留

めていない。

　『雪竇録』の初刻本は早くに失われ、南宋の開禧版もわずかに「雪竇四

集」という孤本が中国国家図書館に所蔵されているのみである。鎌倉時代

の正応版は、日本に渡った開禧版を底本とする復刻本である。その唯一の

完本は東洋文庫に所蔵されており、それによってすでに失われた宋僧徳雲

の「序」を補うことができる。元の泰定版には完本が伝わっておらず、東

京の石川武美記念図書館、ミュンヘンのバイエルン州立図書館、台北の

「国家図書館」に零本が所蔵されているのみだが、それらによって失われ

た元僧如芝の「序」と「雪竇行状」を補うことができる。以上が現存する

『雪竇録』の最も優れた善本であり、これらによってどうにかその宋元の

旧状を回復することができる。

　開禧本は南宋の「十刹」寧波資聖寺で刊行され、正応本はそれを受けて

鎌倉時代の「五山」京都東福寺で上梓された。その間わずか八十年であ

る。『雪竇録』が古代東アジアで刊行され伝播してゆく過程からは、五山

制度が中国から日本へ伝承されていった歴史もかいま見られる。また、元

の泰定本は中国には現存しておらず、日本に伝わったものによって、はじ
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めてその真の姿を現わす。以上のことは、海外所蔵漢籍が東アジアの歴史

を研究するうえで、いかに重要な価値をもっているかを示していよう。
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56 川瀬一馬『古活字版之研究』上巻、日本古書籍商協会、1967年、51頁。
57 長沢規矩也「元刊本刻工名表初稿」、長沢先生喜寿記念会編『長沢規矩也著
作集』第三巻「宋元版の研究」、汲古書院、1983年、210頁。

58 阮元編『両浙金石志』巻十五、清道光四年（1824）刊本、葉四十四。



− 247 −

59 脱脱等撰『金史』巻一百十一「列伝」四十九、中国国家図書館所蔵元刊本、
葉一。

60 第二冊のうち、「拈古」と「頌古」のどちらが前に置かれていたかは、なお
議論の余地があるようだが、本稿では立ち入らないことにする。

【補訂】

補訂１

　2017年 12月 19日、東洋大学東洋学研究所の会議、「東アジアにおける

禅思想の諸相」に参加した際に、筆者は東京の石川武美記念図書館を再び

訪れ、研究員の佐藤先生のご案内で、館藏の元泰定本を手に取って以前に

も増して仔細に閲覧しました。

　この本には外箱があり、「雪竇」「石林」と墨書されています。乾・坤の

二冊本で、乾冊には『開堂』（版心は「語録」「雪」）、『後録』（版心は「語

録後」「雪二」）を収め、坤冊には『拈古』（版心は「拈古」）、『頌古』（版

心は「頌古」）を収めています。乾冊の表紙には「雪竇録」という題簽が

ありますが、たぶん室町時代の日本人僧侶の筆でしょう。この書を東アジ

アで最初にこの三字で呼んだのは、あるいはここに始まるのでしょうか。

表紙には「蘇峰」という六角形の朱印があります。『開堂録』の巻首の題

は「杭州承天寺住持□□嗣法弟子傳宗校勘立板」というもので（第一葉

ｂ）、巻尾には「續添雪竇語錄並歌頌一集」とあります（第二十葉ａ）。

　坤冊には一紙が差し込まれており、そこに徳富蘇峰が「是書實是元泰定

元年、我正中元年刊也。藏書印：一曰善慧軒，是京都東福寺塔頭也；一曰

彥梁，未詳為何人；一曰彥洞，彥洞字明叟，蘭州芳禪師之嗣法，京都建仁

寺僧也，晚年不知其終處；一曰棭齋，即狩谷望之也。卷末『天文十一壬寅

暮春，於善慧室內披覽之次，信筆朱句矣，瓢園山人五十三齡』之文字，要

是高僧之手澤，名剎之遺寶也。予偶然接觸此冊子，欣快不能自禁，傾囊以

高值購之。蓋雪竇《頌古》，是禪宗之津筏，《碧嵓》一書卻不免為蛇足也。

明治亖十四年七月念九，蘇峰手識。」という跋文を記しています。跋文の
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末尾には「蘇峰用箋」という長方形の朱印が押されています。

補訂２

　2017年 12月、筆者は幸いにも仙台の東北大学の齋藤智寛先生と手紙を

交え、版本および古印学についての詳細なご教示を頂き、それによってド

イツのミュンヘン所蔵の元泰定本『祖英集』の來歴を正確に理解できるよ

うになりました。謹んで感謝を申し上げます。

　この本の版心には「英上」「英下」とあり、江戸時代初期には、臨済宗

の僧、一絲文守の旧蔵でした。大正・昭和時代には、銀行家の石井光雄

（1881-1966）の積翠軒文庫の所蔵となりました 1。その後、小汀利得の所

有に帰し、小汀文庫に入りました。小汀没後、旧蔵本は離散し、本書は書

肆で版本学者でもあった反町茂雄（1901-1991）が入手し、弘文荘の蔵書

となりました 2。長方形の朱印「明月荘」は反町氏の蔵書印です 3。その

後、あるいは反町の『弘文荘待賈古書目』を見たのか、ドイツ人の蔵書家

が購入し、この本はバイエルン国家図書館の蔵書となって今に至ってお

り、普通の読者である私たちでも実物を見ることができるようになったの

です 4。

１ 川瀨一馬編『石井積翠軒文庫善本書目　本文篇』（臨川書店（京都）、1981

年）216頁。
２ 反町茂雄編『弘文荘待賈古書目』第 45号に著録されている第 296番が『明
覺大師祖英集』（元版、一絲和尚手澤、石井積翠軒旧蔵）である。反町茂雄
編『弘文荘古版本目録』（弘文荘（東京）、1974年）257頁、262頁を参照。

３ 渡邊守邦・後藤憲二編『新編藏書印譜』（青裳堂書店（東京），2001年）261

頁。
４ この曲折に富む経緯は、椎名宏雄先生が 90年代に『宋元版禅籍の研究』を
書いた時点ではもう分からなくなっていたので、積翠軒文庫旧蔵の『祖英
集』は「現蔵者は不詳」とされている。椎名氏の『宋元版禅籍の研究』（大
東出版社（東京）、1993年）573頁を参照。

（補訂翻訳：伊吹敦）




